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○職場環境改善計画助成金に関するＱ＆Ａ 

 

１ 助成対象事業者について 

Ｑ１－０１ 助成金を受けるための要件は何ですか。 

Ａ１－０１ 具体的な申請要件は、職場環境改善計画助成金の手引（平成 29

年度版）の１頁をご覧ください。 

 

Ｑ１－０２ 「労働者数の制限なし」とありますが、事業場単位で申請でき

ますか？それとも企業単位の申請になりますか。 

Ａ１－０２ 職場環境改善計画助成金は事業場単位での申請となります。ま

た、労働保険の適用事業場となっていることが条件となります。 

 

２ 助成対象事業について 

Ｑ２－０１ 要件に「ストレスチェック実施後の集団分析を実施しているこ

と。」とありますが、ストレスチェックやその後の集団分析に関

係なく職場環境改善計画を作成・実施した場合は助成金の支給

対象となりますか。 

Ａ２－０１ 支給対象にはなりません。この助成金は、ストレスチェック制
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度の普及・定着を企図しているものであり、ストレスチェック

実施後の集団分析に基づき、職場環境改善計画を作成・実施し

た場合に支給対象となります。 

 

Ｑ２－０２ 【Ａコース】と【Ｂコース】の違いは何ですか。 

Ａ２－０２ 【Ａコース】は、専門家（産業医等の医師、保健師、看護師、

精神保健福祉士、産業カウンセラー・臨床心理士等心理職、労

働衛生コンサルタント、社会保険労務士）の指導に基づき、職

場環境改善計画を作成・実施した場合にその指導費用と機器・

設備購入費が支給対象となり、【Ｂコース】は、産業保健総合支

援センターのメンタルヘルス対策促進員の助言・支援（無料）

を受けて、職場環境改善計画を作成・実施した場合となります

ので、機器・設備購入費のみが支給対象となります。 

 

Ｑ２－０３ 【Ａコース】の要件に「平成 29 年度以降、専門家と職場環境改

善指導に係る契約を締結していること。」とありますが、平成 28

年度以前に契約を締結している場合は、支給対象となりますか。 

Ａ２－０３ 支給対象にはなりません。平成 29 年度以降に専門家と職場環境
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改善指導に係る契約を締結していることが要件になります。 

 

Ｑ２－０４ 【Ｂコース】の要件に「平成 29 年度以降、訪問したメンタルヘ

ルス対策促進員からストレスチェック実施後の集団分析結果の

見方やストレスチェック実施後の集団分析結果を踏まえた職場

環境改善手法について助言・支援を受けていること。」とありま

すが、平成 28 年度以前にメンタルヘルス対策促進員から助言・

支援を受けている場合は、支給対象となりますか。 

Ａ２－０４ 支給対象にはなりません。平成 29 年度以降にメンタルヘルス対

策促進員から助言・支援を受けていることが要件になります。 

 

Ｑ２－０５ ストレスチェックは実施したが、集団分析は行わなかった場合

で、専門家の指導により職場環境改善計画を作成・実施した場

合の指導費用や機器・設備購入費は支給対象となりますか。 

Ａ２－０５ 集団分析を行っていない場合は、支給対象にはなりません。ス

トレスチェック実施後の集団分析を行った上で、それを踏まえ

て職場環境改善計画を作成・実施した場合に支給対象となりま

す。 
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Ｑ２－０６ 機器・設備購入費ではなく、メンタルヘルスに関する個人相談

等に要した費用は支給対象になりますか。 

Ａ２－０６ 支給対象にはなりません。 

 

Ｑ２－０７ 【Ｂコース】でメンタルヘルス対策促進員の電話による助言の

みでも職場環境改善計画書を作成・実施した場合、機器・設備

購入費は助成金の支給対象となりますか。 

Ａ２－０７ 支給対象にはなりません。メンタルヘルス対策促進員の助言・

支援に当たっては、事業場への訪問を想定しており、申請書類

として、メンタルヘルス対策促進員の事業場訪問日を示す書面

を求めることとしています。また、メンタルヘルス対策促進員

が職場環境改善計画書に基づく改善状況を確認する必要もある

ことから、電話による助言のみの場合は、支給対象になりませ

ん。 

 

Ｑ２－０８ 観葉植物は助成金の支給対象となりますか。 

Ａ２－０８ 支給対象にはなりません。観葉植物を含む動植物にかかる購入

費用に関しては、機器・設備とは認められません。 
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      また、時間の経過とともに消失し、職場環境改善効果がなくな

る消耗品についても認められません。 

 

３ 助成対象経費について 

Ｑ３－０１ 助成金額について教えてください。 

Ａ３－０１ 【Ａコース】は、専門家の指導費用及び機器・設備購入費の実費

について 10 万円を上限に支給することとなりますが、このうち

機器・設備購入費は５万円を上限かつ単価５万円以内ものとなっ

ています。従って、機器・設備購入費の支給申請がなかった場合

には、指導費用に対する助成として 10 万円を上限に支給するこ

ととなります。【Ｂコース】は、機器・設備購入費の実費につい

て５万円を上限かつ単価５万円以内ものについて支給すること

となります。 

なお、【Ａコース】【Ｂコース】とも機器・設備購入費の助成は

将来にわたって１回限りとなります。 

 

Ｑ３－０２ 機器・設備購入費は「単価５万円以内のもの」とありますが、

この「単価」とは税込み単価のことですか。 
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Ａ３－０２ 税込み単価です。 

 

Ｑ３－０３ 機器・設備購入費は「５万円を上限かつ単価５万円以内のもの」

とありますが、単価１万円のものを５個購入した場合は支給対

象となりますか。 

Ａ３－０３ 支給対象となります。 

 

Ｑ３－０４ 機器・設備購入費は「５万円を上限かつ単価５万円以内のもの」

とありますが、単価２万円のものを５個購入した場合は支給対

象となりますか。その場合の助成額はいくらになりますか。 

Ａ３－０４ 単価２万円のものを３個購入分までは支給対象となります。こ

の場合、助成額は５万円となります。（単価５万円以内のものの

合計が５万円を超える場合、５万円を超えることとなる個数ま

でが支給対象となり、助成額は上限の５万円となります。） 

 

Ｑ３－０５ 機器・設備購入費用の助成について、「機器・設備購入費の実費

を支給」とありますが、実費の中には、機器購入の場合の送料

や設備購入の場合の設置料や送料は含まれますか。 
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Ａ３－０５ 送料や設置料は含まれません。機器・設備とも、機器自体、設

備自体で、単価５万円以内のものが支給対象となります。 

 

４ 申請について 

Ｑ４－０１ 機器・設備購入費の助成について、単価１万円のものを５年度

に分けて申請できますか。 

Ａ４－０１ できません。機器・設備購入費の助成金の支給は、将来にわた

って１回限りとなっています。 

 

Ｑ４－０２ 機器・設備購入費の助成について、１万円分しか申請しなかっ

た場合、その後、残り４万円分について申請できますか。 

Ａ４－０２ できません。機器・設備購入費の助成金の支給は、将来にわた

って１回限りとなっています。５万円以内でまとめて１回で申

請していただくこととなっています。 

 


